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第
４
回
定
例
会
報
告

第
４
回
定
例
会
報
告

　

第
４
回
定
例
道
議
会
は
、
11
月
26
日

に
開
会
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
、「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
関

す
る
意
見
書
」
な
ど
を
可
決
し
、
12
月

12
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

民
主
・
道
民
連
合
会
派
の
代
表
格
質

問
に
は
、
須
田
靖
子
議
員
（
札
幌
市
手

稲
区
）
が
立
ち
、
知
事
の
政
治
姿
勢
、

行
財
政
運
営
、
交
通
政
策
、
災
害
対
策
、

医
療
・
福
祉
政
策
、
一
次
産
業
振
興
な

ど
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。

　

知
事
が
提
案
し
た
補
正
予
算
案
は
、

一
般
会
計
に
61
億
６
９
０
０
万
円
、
特

別
会
計
に
３
億
８
０
０
万
円
を
追
加
し
、

合
計
64
億
７
７
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
前
回
ま
で
の
計
上
額

と
合
わ
せ
て
、
一
般
会
計
は
２
兆
８
７

７
１
億
円
、
特
別
会
計
は
１
兆
１
４
６

２
億
円
、
合
計
で
４
兆
２
３
３
億
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
は
、
カ
ジ
ノ
を
含
む
Ｉ
Ｒ

や
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の
再
延

⑴

　

謹
ん
で
新
春
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
三
期
目
に
挑
戦
し
、

多
く
の
皆
様
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
お
陰
で
三
度
道
議
会
へ
と
送
り
出
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
会
派
幹
事
長
と
な
り
、
地
元
に
戻
る
時
間
が
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
皆
様
か
ら
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

北
海
道
議
会
議
員

　
　

笹
　
田
　
　
浩

長
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
路
線
維
持
問
題
、

日
米
貿
易
協
定
な
ど
に
よ
る
影
響
、
新

た
な
観
光
税
問
題
、
２
０
２
０
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
う
マ
ラ
ソ
ン
・

競
歩
競
技
の
札
幌
開
催
な
ど
、
多
く
の

課
題
が
山
積
す
る
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｒ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
知
事
は
、

２
０
２
１
年
７
月
ま
で
の
国
へ
の
区
域

認
定
申
請
を
見
送
る
一
方
で
、
検
討
を

継
続
す
る
考
え
も
示
し
ま
し
た
。「
限

ら
れ
た
期
間
の
中
で
、
環
境
へ
の
適
切

な
配
慮
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
」
と
い

決算特別委員会
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う
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
見
送
り
、「
来
た

る
べ
き
時
に
は
誘
致
に
挑
戦
で
き
る
よ
う

所
要
の
準
備
を
進
め
る
」
と
の
考
え
も
示

し
ま
し
た
。

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
や
自
然
環
境
へ
の

配
慮
、
治
安
悪
化
、
事
業
の
継
続
性
、
道

民
の
意
向
把
握
が
十
分
で
な
い
こ
と
な

ど
、
懸
念
さ
れ
る
様
々
な
課
題
へ
の
対
策

が
不
明
瞭
で
あ
り
、
今
後
も
反
対
の
立
場

で
議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
３
回
定
例
会
報
告

第
３
回
定
例
会
報
告

　

第
３
回
定
例
道
議
会
は
9
月
10
日
㈫
に

開
会
し
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
、「
日
米
貿
易
協
定
に
関
す
る
決
議
」

な
ど
を
可
決
し
、
10
月
4
日
㈮
午
後
10
時

に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

民
主
・
道
民
連
合
会
派
の
代
表
質
問
に

は
、
市
橋
修
治
議
員
（
後
志
地
域
）
が
立

ち
、
知
事
の
政
治
姿
勢
、
行
財
政
運
営
、

医
療
・
福
祉
政
策
、
経
済
・
雇
用
対
策
、

幌
延
深
地
層
研
究
計
画
、一
次
産
業
振
興
、

教
育
課
題
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
最
終
日
に
少
子
・
高
齢
社
会
対

策
特
別
委
員
長
と
し
て
付
託
議
案
審
査
の

経
過
と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
、
意
見
書

案
第
1
号
「
国
会
に
お
け
る
憲
法
議
論
に

つ
い
て
の
意
見
書
」
に
対
す
る
反
対
討
論

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
結
果
は

賛
成
多
数
で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

知
事
が
提
案
し
た
補
正
予
算
案
は
、
一

般
会
計
に
１
０
０
億
１
５
０
０
万
円
、
特

別
会
計
に
3
億
３
０
０
０
万
円
を
追
加

⑵

み
を
伺
う
。

（
答
弁
）
平
成
28
年
秋
頃
か
ら
発
生
し
た

へ
い
死
を
契
機
に
、
道
総
研
水
産
試
験
場

と
連
携
し
、
耳
吊
り
作
業
時
期
と
貝
の
生

育
の
関
係
や
時
化
に
よ
る
養
殖
施
設
の
振

動
を
調
査
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
分
散

作
業
や
耳
吊
り
作
業
が
遅
れ
た
場
合
、
へ

い
死
す
る
割
合
が
高
い
こ
と
、
振
動
の
影

響
が
少
な
い
水
深
帯
で
へ
い
死
が
少
な
い

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

（
質
問
）
噴
火
湾
の
養
殖
ホ
タ
テ
の
大
量

死
対
策
と
し
て
、
現
在
、
行
わ
れ
て
い
る

ホ
タ
テ
ガ
イ
生
産
安
定
対
策
で
は
、
何
に

着
目
し
、
ど
の
よ
う
な
項
目
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
か
。

（
答
弁
）
大
量
へ
い
死
の
要
因
は
複
合
的

な
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
漁
業
者
間
で

も
差
が
み
ら
れ
、
要
因
の
特
定
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
現
在
、
水
産
技
術
普
及
指
導

所
が
中
心
と
な
っ
て
、
へ
い
死
の
少
な
い

漁
業
者
が
行
っ
て
い
る
カ
ゴ
の
収
容
数
を

参
考
に
、
仮
分
散
、
本
分
散
、
耳
吊
り
か

ら
出
荷
ま
で
の
養
殖
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ

た
密
度
別
飼
育
試
験
に
よ
り
貝
の
育
成
状

況
を
調
査
、
水
試
で
は
調
査
船
に
よ
り
稚

貝
の
へ
い
死
が
発
生
し
た
夏
場
の
水
温
調

査
回
数
を
増
や
す
と
と
も
に
、
栄
養
塩
や

餌
と
な
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
調
査
を
追
加
し

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

（
指
摘
）
大
量
へ
い
死
は
津
軽
海
峡
や
日

本
海
側
に
も
拡
が
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
考
え
ら
れ
る
要
因
を
１
つ
１
つ
し
っ

か
り
と
対
策
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
指
摘
し
て
お
く
。

（
質
問
）
噴
火
湾
で
は
10
年
ほ
ど
前
か
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ザ
ラ
ボ
ヤ
の
大
量
発
生
に
よ

る
養
殖
環
境
の
変
化
も
心
配
さ
れ
る
が
、

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

（
答
弁
）
噴
火
湾
で
は
平
成
20
年
の
大
量

発
生
後
、
毎
年
発
生
し
て
お
り
、
南
か
や

べ
漁
協
か
ら
い
ぶ
り
噴
火
湾
漁
協
ま
で
の

８
漁
協
に
お
け
る
ザ
ラ
ボ
ヤ
の
処
理
量
は

平
成
28
年
は
３
４
０
０
０
ト
ン
、
29
年
は

３
３
０
０
０
ト
ン
、
30
年
は
２
９
０
０
０

ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
道
で
は
指

導
所
が
水
試
と
連
携
し
、
付
着
時
期
や
規

模
を
確
認
し
、
定
期
的
に
漁
業
者
へ
情
報

提
供
、
除
去
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
指
導
、
国

に
お
い
て
は
洗
浄
機
の
導
入
や
廃
棄
物
処

理
に
係
る
運
搬
経
費
な
ど
に
支
援
し
て
い

る
。

◆
磯
焼
け
対
策
に
つ
い
て

（
質
問
）
噴
火
湾
で
も
磯
焼
け
が
発
生
し

て
い
る
と
聞
く
が
藻
場
の
維
持
・
増
大
の

必
要
性
に
対
す
る
考
え
、
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
伺
う
。

（
答
弁
）コ
ン
ブ
の
生
産
回
復
は
も
と
よ
り
、

良
好
な
沿
岸
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
藻

場
の
維
持
・
増
大
に
向
け
て
、
早
急
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
。
道
内
の
藻

場
は
、
海
水
温
の
上
昇
や
磯
焼
け
の
拡
大

な
ど
様
々
な
要
因
で
減
少
し
て
お
り
、
水

試
で
は
今
年
度
か
ら
本
道
周
辺
の
海
水
温

の
上
昇
と
コ
ン
ブ
な
ど
水
産
資
源
の
影
響

を
将
来
予
測
す
る
研
究
を
開
始
す
る
。
漁

業
者
グ
ル
ー
プ
が
行
う
海
藻
の
着
生
を
促

す
岩
盤
清
掃
や
コ
ン
ブ
母
藻
不
足
の
解
消

に
向
け
た
種
苗
散
布
の
取
組
に
支
援
す

る
。

し
、
合
計
１
０
３
億
５
０
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
補
正
予
算
案
は
、
来
年
3
月

か
ら
の
新
千
歳
空
港
発
着
枠
拡
大
関
連
で

の
合
同
企
業
説
明
会
の
開
催
や
ベ
ト
ナ
ム

路
線
の
誘
致
活
動
な
ど
緊
急
対
策
と
し
て

１
０
５
０
万
円
、
胆
振
東
部
地
震
の
被
災

3
町
が
行
う
営
農
用
水
施
設
改
修
事
業
に

11
億
４
６
０
０
万
円
、
来
年
4
月
に
開
校

す
る
「
道
立
北
の
森
づ
く
り
専
門
学
院
」

の
設
備
整
備
で
3
億
５
５
０
０
万
円
、
知

的
障
が
い
者
養
護
学
校
校
舎
の
狭
隘
化
の

解
消
を
図
る
た
め
、
札
幌
や
美
唄
、
北
見

の
特
別
支
援
学
校
の
施
設
整
備
に
６
１
０

０
万
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

質
疑
内
容
と
答
弁

決
算
特
別
委
員
会

　

11
月
11
日
の
決
算
特
別
委
員
会
で
次
の

内
容
で
質
問
し
ま
し
た
、

①
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
業
の
振
興

②
磯
焼
け
対
策

③
サ
ケ
・
マ
ス
資
源
対
策

④
ス
ル
メ
イ
カ
水
揚
げ
不
振
対
策

⑤
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
管
理

⑥
日
本
海
地
域
の
漁
業
生
産
に
つ
い
て
の

６
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

内
容
の
一
部
を
報
告
し
ま
す
。

（
詳
細
は
さ
さ
だ
浩
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

ご
覧
く
だ
さ
い
）

◆
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
業
の
振
興
に
つ
い
て

（
質
問
）
噴
火
湾
の
養
殖
ホ
タ
テ
の
大
量

死
の
原
因
究
明
に
つ
い
て
、
道
の
取
り
組

さ
さ
だ
　

ブ
ロ
グ 

か
ら
・
・
・
・
・
・
・

さ
さ
だ
　

ブ
ロ
グ 

か
ら
・
・
・
・
・
・
・
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鴨
川
夏
ま
つ
り
と

し
か
べ
海
と
温
泉
の
ま
つ
り

　

8
月
17
日
㈯
は
七
飯
町
内
で
社
会
福
祉

法
人
七
飯
有
隣
会
主
催
で
開
催
さ
れ
た

「
鳴
川
夏
ま
つ
り
」
に
逢
坂
誠
二
代
議
士

と
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
挨
拶
と
英

語
を
聞
い
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
七
飯
有
隣
会
は
町
内
で
高
齢
者

施
設
や
障
が
い
者
支
援
、
子
育
て
支
援
施

設
を
運
営
し
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
絶
好

の
イ
ベ
ン
ト
日
和
の
中
、
参
加
さ
れ
た
利

用
者
・
ご
家
族
・
地
域
の
方
々
な
ど
が
焼

き
そ
ば
、
焼
き
鳥
な
ど
の
露
天
や
職
員
の

余
興
、
私
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
続
け
て
、
逢

坂
代
議
士
と
鹿
部

町
に
向
か
い
、
鹿

部
漁
港
敷
地
内
で

実
行
委
員
会
（
松

川
正
実
行
委
員

長
）
主
催
の
し
か

べ
海
と
温
泉
（
い

で
ゆ
）
の
ま
つ
り

に
短
い
時
間
で
し

た
が
参
加
し
ま
し
た
。
最
大
イ
ベ
ン
ト
の

花
火
大
会
は
、
見
学
で
き
ず
残
念
で
し
た

が
、
３
６
０
０
発
が
打
ち
上
げ
ら
れ
大
満

足
の
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

山
越
海
岸
原
油
湧
出
事
故

　

9
月
26
日
㈭
は
議
会
休
会
日
を
利
用
し

て
、
八
雲
町
山
越
地
区
の
原
油
湧
出
現
場

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
山
越
海
岸
護
岸

老
朽
化
対
策
工
事
の
現
場
で
9
月
18
日
に

原
油
湧
出
を
発
見
し
て
か
ら
、
議
会
開
会

中
も
道
庁
建
設
部
と
対
応
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
と
報
告
を
随
時
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
現
場
を
調
査
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
函
館
建
設
管
理
部
事
業

室
長
ほ
か
職
員
か
ら
現
況
報
告
と
今
後
の

対
応
な
ど
現
地
と
八
雲
漁
協
で
聞
き
取
り

調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間

の
低
気
圧
に
よ
る

悪
天
候
で
オ
イ
ル

フ
ェ
ン
ス
が
破
壊

さ
れ
対
応
し
た
こ

と
や
テ
ト
ラ
ポ
ッ

ト
な
ど
に
付
着
し

た
油
の
除
去
方
法

な
ど
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
噴
火
湾
は
ホ
タ
テ
の
主
要
な
産
地
で

す
。
さ
ら
に
昆
布
へ
の
被
害
な
ど
も
含
め

て
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

北
海
道
新
幹
線
祭
礼
ト
ン
ネ
ル
安
全
祈
願
祭

　

10
月
25
日
㈮
は
八
雲
町
内
わ
ら
び
野
地

区
で
工
事
が
始
ま
る
北
海
道
新
幹
線
祭
礼

ト
ン
ネ
ル
の
安
全
祈
願
祭
に
出
席
し
ま
し

た
。
議
会
日
程
等
で
出
席
で
き
な
か
っ
た

安
全
祈
願
祭
で
す
が
、
今
回
は
出
席
さ
せ

て
い
た
だ
き
玉
串
を
さ
さ
げ
無
事
故
で
の

竣
工
を
祈
願
し
ま
し
た
。
新
幹
線
ト
ン
ネ

ル
工
事
に
は
工
事
に
よ
り
出
る
残
土
の
処

理
に
苦
労
し
ま
す
が
、
各
町
、
地
域
の
協

力
に
よ
り
工
事

が
ス
ム
ー
ズ
に

進
む
こ
と
が
大

切
で
す
。
始

ま
っ
た
ば
か
り

の
ト
ン
ネ
ル
工

事
で
す
が
、
新

幹
線
時
代
の
ま

ち
づ
く
り
に
期

待
が
膨
ら
み
ま

す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

消
防
学
校
視
察
調
査

　

11
月
28
日
㈭
、
道
議
会
会
派
内
の
消
防

職
員
協
議
会
議
員
連
盟
と
北
海
道
消
防
職

員
協
議
会
役
員
で
、
北
海
道
消
防
学
校
を

視
察
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初

任
者
研
修
で
自
治
体
消
防
か
ら
派
遣
さ
れ

た
消
防
士
が
寒
風
の
中
で
も
消
火
訓
練
や

救
助
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
消
防

学
校
は
改
修
中
で
す
が
、
抜
本
的
な
改
築

も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
酷
な
訓
練
で

素
晴
ら
し
い
消
防
士
に
な
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
も
、
充
実
し
た
施
設
で
の
研
修
が

大
切
で
す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

会
派
中
央
要
請

　

12
月
13
日
㈮
、
早
朝
か
ら
議
員
会
館
会

議
室
で
道
内
選
出
国
会
議
員
と
の
意
見
交

換
で
提
言
・
要
望
事
項
を
確
認
し
、
各
省

庁
と
原
子
力
研
究
開
発
機
構
で
実
施
し
ま

し
た
。総
務
省
に
対
し
地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
に
対
し
地

域
医
療
構
想
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
医
療

福
祉
人
材
確
保
と
育
成
に
つ
い
て
、
農
林

水
産
省
に
対
し
日
米
貿
易
協
定
に
か
か
る

農
林
水
産
業
へ
の
対
策
に
つ
い
て
、
国
土

交
通
省
に
対
し
Ｊ
Ｒ
北
海
道
路
線
維
持
に

つ
い
て
新
年
度
予
算
等
の
提
言
・
要
望
を

実
施
し
ま
し
た
。
幌
延
深
地
層
研
究
計
画

に
対
し
て
は
原
子
力
研
究
開
発
機
構
東
京

事
務
所
で
幌
延
町
に
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
た
歴
史
的
経
過
と
社
会
的
合

意
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、

最
終
処
分
場
に
は
と

し
な
い
た
め
に
、「
幌

延
町
に
お
け
る
新
地

層
の
研
究
に
関
す
る

協
定
書
」
第
４
条
及

び
第
５
条
に
基
づ

き
、
地
上
の
施
設
を

閉
鎖
し
、
地
下
施
設

の
埋
戻
し
を
求
め
た

要
請
書
を
機
構
に
対

し
手
達
し
ま
し
た
。

　
さ
さ
だ
浩
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
ブ
ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
さ
さ
だ
ブ
ロ
グ

は
日
々
の
活
動
状
況
を
笹
田
自
身
が
更
新
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
更
に

詳
細
な
活
動
報
告
を
し
て
い
ま
す
。「
い
い
ね
！
」
で
笹
田
へ
の
激
励
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
→ http://sasada-hiroshi.com

さ
さ
だ
　

ブ
ロ
グ 

か
ら
・
・
・
・
・
・
・

さ
さ
だ
　

ブ
ロ
グ 

か
ら
・
・
・
・
・
・
・



̶̶̶　ささだ浩道政だより　̶̶̶ 第　₂₃　号₂₀₂₀年　₁　月　₁　日 ⑷

これまでの主な活動記録
8 月 1 日　徳川慶勝公祭（八雲神社）
8月 2日　魚貝魂祭（八雲漁協）、八雲商工会女性部ビアガー

デン
8月 6日　常任委員会
8月 7日　特別委員会、全道林活議連連絡会定期総会
8月13日　やるべ福島イカまつり（福島）、アイヌ先駆者鎮

魂之碑へのお参り（八雲）
8月14日　熊石根崎神社例大祭
8月15日　戦没者追悼式並びに平和祈念式（八雲）
8月16日　海難者供養祭（落部）
8月17日　しかべ海と温泉のまつり（鹿部町）、鳴川夏まつ

り（七飯町）
8月18日　民主議員ネット役員会・研修会（札幌）
8月19日　平和議連総会（札幌）
8月21日　道南畜産共進会（八雲）
8月22日　熊石老人スポーツ大会、啄木会通常総会
8月24日　日本フードパッカー家畜慰霊祭、ささだ浩ビール

パーティー
8月25日　ビーチクリーン作戦in落部
8月26日　全道教育キャラバン（松前・福島・知内・木古内）
8月27日　全道教育キャラバン（鹿部・森・八雲・長万部）
8月28日　全道教育キャラバン（七飯・北斗）
8月29日　北海道戦没者追悼式（札幌）、土地連渡島支部要

請・意見交換（道議会）
8月31日　渡島地区身体障害者福祉大会（知内）
9月 1日　森町食キング市
9月 3日　常任委員会、自治労道本部フォーラム道議団会議
9月 4日　特別委員会、アライグマ被害随時調査（新十津川町）
9月 5日　きずな会まつり（八雲）
9月 7日　厚生園ふれあいの集い（八雲）、落部漁協亀塚祭

並びに大漁祈願祭
9月 8日　ふれあいひろば（八雲）、八雲農業祭
9月 9日　前日委員会
9月10日　第 3回定例会開会
9月14日　自治労北海道全道野球大会（幕別町）
9月15日　落部漁協神輿海上渡御、福島大神宮祭、森町さわ

らふるさとまつり
9月16日　くまいし荘敬老会
9月19日　スポーツ振興議連
9月20日　高橋副議長就任パーティー

9月22日　松前マグロまつり、ＪＰ労組函館北東支部定期大会
9月23日　シャクシャイン法要祭（新ひだか町）
9月25日　予算特別委員会、決算特別委員会設置、自治労北

海道本部町村連絡会議交流会（札幌）
9月26日　山越油漏れ事故現場調査（八雲）
9月27日　全国林野関連労組渡島分会定期大会
9月29日　八雲分屯基地創立42周年記念行事、ＪＰ労組道南

中央支部定期大会
9月29日　全道子ども会要請・意見交換（笹田事務所）
10月 2 日　消防職員協議会定期総会（札幌）
10月 4 日　道議会議員定数協議会（第 3回定例会閉会）
10月 6 日　ＪＰ労組函館支部定期大会
10月20日　ＪＰ労組道南中央支部退職者会定期総会、八雲地

方食品衛生協会70周年記念祝賀会
10月21日　土地連要望・意見交換（道議会）
10月25日　新幹線祭礼トンネル他安全祈願、八雲町職労退職

者定期大会
10月27日　おおさか誠二政治セミナー（函館市）
10月29日　連合北海道定期大会（札幌市）、熊石町連協議会

道議会視察同行
11月 3 日　やくも秋味まつり、全町一日健康の集い（八雲）
11月 5 日　自治労道議団会議
11月 6 日　北海道議会庁舎改築現場視察会、常任委員会
11月 7 日　特別委員会
11月 9 日　おとしべ豪快フェスタ、護憲大会（函館市）
11月15日　立憲民主党北海道結成1周年記念パーティー（札幌）
11月16日　自治労道南地方本部定期大会（函館市）
11月22日　新幹線上二股トンネル安全祈願
11月23日　ライオンズクリスマス家族会（八雲町）
11月24日　連合北海道渡島地域協議会定期総会（函館市）
11月25日　自治労道議団会議
11月26日　第 4回定例会開会、農政議連
11月27日　幌延要請・意見交換（道議会）
11月28日　消防学校視察（江別市）
11月30日　自治労鹿部職労定期大会
12月 1 日　足立守司氏祝賀会（八雲町）
12月 2 日　地域医療制度学習会（道議会）
12月 4 日　農政勉強会（道議会）
12月 7 日　佐藤牧場共進会祝賀会（八雲町）、阿部順一氏北

海道スポーツ賞受賞祝賀会（八雲町）
12月 8 日　ＪＲ北海道労組議員団会議定期総会（札幌）
12月10日　知事総括質疑
12月11日　終日委員会
12月12日　第 4回定例会閉会、道議会定数協議会ＰＴ
12月13日　会派中央要請（東京都内）
12月16日　松前町肉牛改良センター見学会
12月17日　自治労松前職員組合定期大会
12月19日　日本海病院視察調査（酒田市）
12月20日　山形県庁意見交換
12月21日　ＳＥＣとの医療システム調査（函館市）
12月23日　ささだ浩連合後援会役員会
12月24日　地域調査（松前・福島・知内・木古内・七飯・鹿

部・森）
12月25日　農政調査意見交換（道議会）、八雲・長万部訪問調査
12月26日　自治労長万部職労定期大会

北
海
道
議
会
議
員

　
　

笹
　
田
　
　
浩

































新春の集い新春の集い

■主催　ささだ浩連合後援会

•会　費　2,000円　※立食形式
•と　き　2020年2月15日（土）午後6時
•ところ　はぴあ八雲（八雲町本町１１０－１　TEL６８－２２２８）

連絡先／二海郡八雲町本町84番地　TEL（0137）62－3600

北海道議会議員


